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認
知
症
は
、
記
憶
力
や
判
断
力
が
低
下

し
て
、
社
会
生
活
や
日
常
生
活
に
支
障
が

出
る
脳
の
病
気
で
す
。
加
齢
に
よ
る
脳
の

衰
え
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
お
昼
に
食
べ
た
も
の
を
思
い

出
せ
な
い
と
い
っ
た
、
体
験
の
一
部
を
忘

れ
る
こ
と
は
、加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昼
ご
は
ん
を
食
べ
た
こ

と
を
忘
れ
て
し
ま
う
場
合
は
認
知
症
が
疑

わ
れ
ま
す
。【
図
１
】

　

認
知
症
の
初
期
症
状
と
し
て
、「
何
回

も
同
じ
こ
と
を
言
う
。」「
今
の
時
間
や
月

日
が
分
か
ら
な
い
。」
と
い
っ
た
相
談
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
人

や
周
囲
が
「
お
や
っ
？
」
と
思
っ
て
い
て

も
、
初
期
症
状
を
見
逃
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
本
人
が
言
い
訳
な
ど
を
し
て
、
う
ま

く
そ
の
場
の
話
の
辻つ

じ
つ
ま褄
を
合
わ
せ
る
「
取

り
繕つ

く
ろ

い
現
象
」
で
気
づ
く
の
が
遅
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

家
族
や
周
囲
の
人
が
「
ど
う
も
い
つ
も

と
様
子
が
違
う
。」
と
感
じ
た
ら
、
か
か

り
つ
け
医
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
認
知
症
は
早

期
発
見
、早
期
治
療
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

認
知
症
の
約
50
％
を
占
め
る
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
は
、
脳
細
胞
の
変
性
が
原
因
で

起
こ
り
ま
す
。
脳
血
管
性
認
知
症
は
、
脳

梗こ
う
そ
く塞

や
脳
出
血
が
原
因
で
脳
に
栄
養
や
酸

素
が
行
か
な
く
な
り
、
そ
の
部
分
の
細
胞

が
死
ん
だ
り
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
は
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
症
状
や
幻
視
を
と
も
な
い
、
症
状

の
変
動
が
大
き
い
の
が
特
徴
で
す
。
前
頭

側
頭
型
認
知
症
で
は
、
我
慢
や
思
い
や
り

な
ど
の
社
会
性
を
失
い
、「
我
が
道
を
行

く
」
行
動
を
取
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
薬
の
副
作
用
や
ビ
タ
ミ
ン
不
足

な
ど
に
よ
っ
て
も
認
知
症
の
症
状
が
現
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
脳
腫し

ゅ
よ
う瘍
や
慢
性
硬こ

う
ま
く
か

膜
下
血け

っ
し
ゅ腫
な

ど
に
よ
る
認
知
症
状
に
対
し
て
は
、
治
療

が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　

  

　
　
　

　

認
知
症
は
、
放
っ
て
お
く
と
進
行
し
て

い
き
ま
す
【
図
２
】。
早
く
見
つ
け
て
適

切
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
症
状
が
軽
い
状

態
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
期

段
階
で
専
門
医
に
診
断
し
て
も
ら
い
、
必

要
に
応
じ
て
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
加
え
て
、
認
知
症
の
人
や
家
族

が
孤
独
や
不
安
を
感
じ
な
い
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

物
忘
れ
は
認
知
症
の
始
ま
り
？

認
知
症
の
種
類

●認知症

●物忘れ

記憶の帯

記憶の帯

食べたことを忘れる

食べたものを忘れる

認
知
症
に
気
づ
く

中核症状【※１】
物忘れ
理解・判断力低下
できていたことが
できなくなる

幻覚・妄想、抑うつ
せん妄、不眠
不安・焦燥
意欲・発動性の低下

徘徊、叫び声、昼夜逆転
攻撃的行為
火の不始末
不潔行為（弄便）
収集癖、摂食異常

異常行動 精神症状

行動・心理症状【※２】

時間の経過

症
状
の
程
度

軽
い

中
等
度

重
い

早期治療をした場合

何も治療しない場合

■【図１】物忘れと認知症の違い

■認知症の症状の特徴

■【図２】アルツハイマー型認知症の進行のグラフ 早
期
か
ら
の
支
援
で
進
行
を
緩
や
か
に

　 　

　認知症は、何らかの脳の病気によって、これま
でに身に付けてきた知識などが徐々に低下し、日
常生活や社会生活がうまくできなくなってくる病気
です。脳の一部が病気になったことで現れる「中核
症状【※１】」は、今したことも覚えることができ
ない記憶障害だけでなく、時間や場所、人が分か
らない、段取りや手順がうまくできない、うまく道
具が使えない、２つ以上のことが重なるとうまく物
事が処理できないなどの症状があります。
　もう一つの症状は、「行動 ･ 心理症状【※２】」で、
妄想や幻覚、不安や焦燥、暴言、暴力などをと
もないます。これは、認知症の人の性格や素質、
精神状態が、周りの環境や中核症状に影響され
て起こるものです。
　認知症の人が安心して穏やかな気持ちで過ごせ
るような接し方や環境整備が大切です。

①表情は柔らかく、相手に目線を合わせて、穏や
かに優しい口調で話しましょう。

②急がせず、動作もゆったり、たくさんの言葉を
かけずに、短い会話を繰り返します。

③間違ったことをしたり、失敗しても、注意したり、
否定したり、叱責は決してしないでください。で
きれば優しく「大丈夫ですよ。」と言ってください。
自尊心を傷つけないことが肝心です。

④孤独にならないように、孤独だと感じさせない
ように接してください。「いつも見守られている。
気にかけられている。」と感じてもらえるような関
係が大切です。

⑤「ご飯を食べていない。」と言われたら、「もう
食べましたよ。」とは言わないで、ちょっとした食
べ物を提供してみてください。探し物をして、な
くなったと困り果てているときは一緒に探してくだ
さい。たとえあなたが見つけても、本人が見つけ
られるように置いてください。

認知症の人への関わり方

地域密着型特別養護老人ホームきいと
認知症専門指導者
金子　理

り え こ

榮子さん

■穏やかに過ごせるように　
　　　次のような接し方を心がけてください

特集  認知症
気づき、つなぎ、
暮らしを守る

　認知症は誰にでも起こりうる脳の病気です。近い将来、高齢
者の５人に１人が認知症になると予想されています。
　認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らしていくため
に、今私たちに必要なことを考えましょう。
福祉総合支援課（地域包括支援センター）

　☎ 0748-24-5641　 050-5801-5641　 0748-24-5693

※行動・心理症状に対しては、薬物療法も有効な手段の一つです。



5　広報ひがしおうみ　2016.9.1 広報ひがしおうみ　2016.9.1　4■記号の説明・・・ ＝問い合わせ　 ＝ IP電話　 ＝ファックス

　
　
　
　

　

当
法
人
の
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
は
、
中

野
地
区
サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
地
域

の
人
も
加
わ
り
、
昨
年
の
11
月
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

当
カ
フ
ェ
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
の

理
解
を
少
し
ず
つ
深
め
な
が
ら
、
認
知
症

で
あ
っ
て
も
、
可
能
性
を
い
っ
ぱ
い
秘
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
運
営
し
て
い
る

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
利

用
者
の
ア
ー
ト
作
品
な
ど
を
通
じ
て
伝
え

て
い
ま
す
。

　

認
知
症
だ
か
ら
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
支
援
に
つ
い
て
知
る
と
と
も
に
、

「
認
知
症
の
人
」
で
な
く
、「
○
○
さ
ん
」

で
あ
る
こ
と
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
お
話
の
中

か
ら
、
参
加
の
皆
さ
ん
が
ご
自
身
の
認
知

症
予
防
に
も
ま
す
ま
す
関
心
を
持
た
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
た

く
さ
ん
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
。

　

昨
年
10
月
、
宮
崎
市
内
で
73
歳
男
性
が
軽
自
動
車

で
歩
道
を
暴
走
し
、
６
人
が
死
傷
す
る
と
い
う
重
大

な
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
徘
徊
に
よ
る
行
方

不
明
者
や
介
護
殺
人
な
ど
、
認
知
症
に
起
因
す
る
社

会
問
題
が
近
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
２
０
１
２
年
の
認
知

症
患
者
数
は
４
６
２
万
人
で
、
２
０
２
５
年
に
は

７
０
０
万
人
を
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

認
知
症
患
者
を
治
療
・
介
護
す
る
病
院
や
施
設
の
不

足
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
近
江
温
泉
病
院
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
は
、
東
近
江
医
療
圏
に
お
け
る
認
知
症
対

策
推
進
の
中
核
医
療
機
関
と
し
て
、
認
知
症
の
早
期

診
断
・
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
東
近

江
市
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
医
師
、
作
業

療
法
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
を
派
遣
し
て
お
り
、
認

知
症
の
早
期
発
見
や
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
橋

渡
し
の
た
め
の
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
認
知
症
を
患
っ
た
と
し
て
も
、
家
族
や
地

域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
最
期
ま
で
自
宅
で
安
心

し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
努
力
し
ま
す
。

医
療
法
人
恒
仁
会
近
江
温
泉
病
院
理
事
長
・
院
長

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長

小
山
威
夫
さ
ん

N
P
O
法
人

し
み
ん
ふ
く
し
の
家
八
日
市

亀
田
久
美
子
さ
ん

連携・サポート

認知症初期集中支援チーム

＋
専門医 医療介護専門職

認知症の疑い
（本人・家族）

地域包括支援センター

かかりつけ医

ケアマネジャー
（介護支援専門員）

認知症
疾患医療センター

相談

相談

受診

訪問

名称 問合せ
認知症カフェ

（栄町）
NPO法人しみんふくしの家八日市
☎0748-22-7006 

かじやの里カフェ
（佐生町）

NPOかじやの里
050-5802-9893

ちゃがゆの郷カフェ
（乙女浜町）

東近江市社会福祉協議会
☎0748-45-8033　 050-5802-6107

菊水すこやかCafe
（神郷町）

菊水神郷デイサービス
☎0748-43-0728

オレンジ・サンシャイ
ンカフェ（沖野五丁目）

リースナブル・リハせきすい
☎0748-23-1199

地域での
取組み

●認知症カフェ
　（市内５か所）

●市民講座
　（認知症連続講座）

●福祉授業
　（小学校・中学校）

●認知症キャラバンメイト

●認知症
　サポーター

●徘徊高齢者声かけ見守り訓練

●出前講座

　東近江市では、左図のとおり、地
域で認知症の人を支える様々な活動
が行われています。
　今回、その中から、認知症カフェ
の取組みを紹介します。

医療と介護のプロがタッグ！

認知症初期集中支援チーム

　認知症カフェは、認知症の人やその家族、地
域の皆さんが参加して、お茶をしながら交流を
深める場です。日々の生活の中で感じている悩
みを共有することで心のストレスを軽減したり、
気軽に話し、楽しむ仲間をつくることができま
す。また、ケアマネジャーなどの専門家もいます
ので、症状の変化や家族の負担感に気づくこと
もできます。
　NPO法人しみんふくしの家八日市が主催する認
知症カフェは、地元の人に認知症の人との関わり
方や、認知症予防などの啓発を行うことを中心に
開催されています。認知症カフェは左表のとおり
市内で５か所実施されています。参加することで、
新たな出会いや発見があるかもしれません。

最
期
ま
で
自
宅
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に

認知症カフェ
出会いと情報交換の場

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
、

　
　
　
　
　
　
　
認
知
症
を
知
る

　「認知症初期集中支援チーム」は、医療や介護の専門家
と市職員によるチームです。
　認知症の人が病院に行きたがらなかったり、独居であっ
たりすると、医師の診断を受ける機会がなく、医療や介護
支援サービスを受けることができない場合があります。また、
認知症と気づかず、早期治療の機会を逃してしまうケースも
あります。
　当チームでは、家族や周囲の人からの情報提供を受けて、
家庭を訪問して本人の状態や家庭の介護負担を伺います。
そして、各ケースに合わせ専門家と適切な対処法を共有し、
医療や介護支援につなげます。

　認知症に関する相談・お問合せは、福祉総合支援課や各
支所の地域包括支援センターまでお気軽にご連絡ください。
福祉総合支援課（地域包括支援センター）

　☎ 0748-24-5641　 050-5801-5641　 0748-24-5693
▲東近江市認知症初期集中支援チームのメンバー

患者や家族を支える心強い専門チームです
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